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決

算

多可町議会だより No.69 多可町議会だより No.69 ②③

QAQAQA

QAQA

QAQ

QAQAQA

QA

AQA

丹
治
集
落
へ

　
　
　
無
償
譲
渡

議会
月12

治
集
落
へ

　
　
　
無
償
譲
渡

丹町
か
ら
民
間
へ

　
　
　
運
営
移
行

か
ら
民
間
へ

　
　
　
運
営
移
行

町

個
人
情
報

保
護
法
制
一
元
化

人
情
報

保
護
法
制
一
元
化

個

議
員
発
議
で

　
　
　
条
例
制
定

議
会
は
提
言
す
る

　
今
後
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
で
将
来
の
多
可
町

の
姿
は
縮
小
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
活
力
を
維
持
し
、

行
政
の
で
き
る
こ
と
の
大

き
さ
を
持
続
可
能
な
範
囲

に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、

大
き
な
改
革
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
出
て
く
る

遊
休
施
設
の
活
用
や
、
地

域
医
療
を
守
る
た
め
に
民

間
と
の
連
携
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

財
政
の
豊
か
で
な
い
多

可
町
で
は「
官
か
ら
民
へ
」

を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
民

で
で
き
る
こ
と
は
民
に
任

せ
、
行
政
は
本
当
に
必
要

性
が
あ
る
業
務
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
議
会
は
民

で
で
き
る
も
の
は
民
で
の

政
策
提
言
を
し
て
い
き
ま

す
。

員
発
議
で

　
　
　
条
例
制
定

議 公
務
員
も
65
歳
へ

　
　
　
定
年
延
長

務
員
も
65
歳
へ

　
　
　
定
年
延
長

公

民でできることは民へ地域医療を守れ 民でできることは民へ地域医療を守れ条

例

新たな活用を期待

一層の住民サービスを

新たなスタート

松井庄診療所　大山記念病院を指定管理者に 春蘭荘　民間移譲

個
人
情
報
保
護

　
　
　
　
　
条
例
制
定

　

令
和
３
年
５
月
に
公
布

さ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
形
成
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」
で
、
個
人
情
報
保

護
法
が
改
正
さ
れ
、
個
人

情
報
保
護
法
、
行
政
機
関

個
人
情
報
保
護
法
な
ど
の

法
律
が
個
人
情
報
保
護
法

に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て

運
用
し
て
い
く
た
め
、
新

た
に
法
律
施
行
条
例
を
定

め
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
個
人
情

報
保
護
条
例
と
何
が
変
わ

る
の
で
す
か
。

　
　

本
質
的
に
は
何
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。
全
国
的
な

共
通
ル
ー
ル
が
法
律
で
設

定
さ
れ
ま
す
。

　
　
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

簿
の
公
表
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
さ
れ
ま
す
か
。

    

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

公
表
し
ま
す
。

　
　

開
示
請
求
に
は
手
数

料
が
い
る
の
で
す
か
。

　
　

各
自
治
体
が
設
定
す

る
も
の
で
、
多
可
町
は
無

償
で
す
。
た
だ
し
、
コ
ピ

ー
代
や
郵
送
料
は
実
費
で

す
。

議
会
も
個
人
情
報

　
　
　
保
護
条
例
制
定

　

地
方
公
共
団
体
の
執
行

機
関
に
直
接
適
用
さ
れ
る

個
人
情
報
保
護
法
の
規
定

が
、
地
方
議
会
に
は
適
用

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
議
会
で
個
人

情
報
の
取
扱
規
定
が
必
要

と
な
る
た
め
「
多
可
町
議

会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
し

ま
す
。

度
を
活
用
し
て
、
適
正
に

運
営
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
カ
ル
テ
な
ど
の
診
療

デ
ー
タ
は
ど
の
よ
う
に
扱

わ
れ
ま
す
か
。

デ
ー
タ
の
取
り
扱
い

は
業
務
を
引
き
継
い
で
い

き
ま
す
の
で
、
指
定
管
理

が
終
了
し
た
際
に
は
町
に

返
還
さ
れ
ま
す
。

　
　
北
は
り
ま
絆
ネ
ッ
ト

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

絆
ネ
ッ
ト
は
今
ま
で

ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

　
　
送
迎
バ
ス
は
運
行
さ

れ
る
の
で
す
か
。

今
後
検
討
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

診
療
所
条
例
の
改
正

　

現
行
の
条
例
に
、
指
定

管
理
者
で
管
理
を
す
る
こ

と
と
指
定
管
理
者
の
業
務

を
追
加
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
松

井
庄
診
療
所
を
大
山
記
念

病
院
が
指
定
管
理
者
と
し

て
診
療
を
継
続
し
ま
す
。

　
　
診
療
所
が
担
っ
て
い

た
業
務
は
、
す
べ
て
引
き

継
が
れ
る
の
で
す
か
。

　
　

診
療
所
業
務
を
今
ま

で
同
様
に
運
営
し
て
も
ら

い
ま
す
。
指
定
管
理
者
制

令
和
4
年
12
月
2
日
か
ら
12
月
23
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
第
１
１
８
回
多
可
町

議
会
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
松
井
庄
診
療
所
が
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る
議
案
や
、
春
蘭
荘
を

無
償
で
丹
治
集
落
に
譲
渡
す
る
議
案
、
町
職
員
の
定
年
延
長
に
関
す
る
条
例
の
改
正
な

ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
や
通
園
バ
ス
置
き
去
り
防
止
安
全
装
置
設
置
の

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
34
案
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
査
の
上
、
す
べ
て
の
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
条
例
を
廃
止

　

「
春
蘭
荘
」
を
地
元
の

丹
治
集
落
に
無
償
譲
渡
す

る
た
め
、
本
条
例
を
廃
止

し
、
普
通
財
産
へ
と
変
更

し
ま
す
。

　

春
蘭
荘
は
元
年
度
か
ら

町
直
営
で
管
理
し
て
き
ま

し
た
が
、
利
用
者
の
減
少

は
著
し
く
、
費
用
対
効
果

の
面
か
ら
も
継
続
す
る
の

は
難
し
い
と
判
断
し
て
、

４
年
度
よ
り
休
館
し
て
い

ま
し
た
。

　

地
元
の
丹
治
集
落
よ
り

利
活
用
し
た
い
と
相
談
が

あ
り
、
協
議
、
調
整
を
重

ね
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
　
利
活
用
の
具
体
的
な

計
画
は
で
き
て
い
る
の
で

す
か
。ふ

れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
、

里
山
づ
く
り
、
薪
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
活
用
を
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

　
施
設
を
譲
渡
す
る
に

あ
た
っ
て
、
お
も
い
で
荘

と
同
様
に
解
体
費
用
を
付

け
て
渡
す
の
で
す
か
。

　
　

解
体
費
用
付
き
で
す
。

　
　
統
合
後
の
加
美
中
学

校
、
八
千
代
中
学
校
も
同

じ
対
応
に
な
り
ま
す
か
。

　
　

案
件
ご
と
の
判
断
に

な
り
ま
す
が
、
学
校
の
場

合
は
、
ま
ず
は
関
係
集
落

と
協
議
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

町
職
員
の
定
年
等
に

　
　
関
す
る
条
例
改
正

　

令
和
３
年
の
地
方
公
務

員
法
改
正
で
、
５
年
度
か

ら
地
方
公
務
員
の
定
年
年

齢
の
段
階
的
な
引
き
上
げ

や
、
管
理
職
と
し
て
勤
務

す
る
上
限
年
齢
を
定
め
る

役
職
定
年
制
度
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

　
　
定
年
が
延
び
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
は
。培

っ
て
き
た
事
務
能

力
を
発
揮
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
後
任
の
指
導
に

あ
た
っ
て
も
ら
え
る
の
が

メ
リ
ッ
ト
と
考
え
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
特
に
あ

り
ま
せ
ん
。

  

　
定
年
延
長
に
な
る
こ

と
で
年
金
や
退
職
金
が
増

え
ま
す
か
。

　
　

働
い
て
い
る
と
掛
け

金
が
増
え
る
の
で
、
両
方

と
も
多
少
で
す
が
増
え
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
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補
正
予
算

大
切
な
園
児
を
守
れ

子
育
て
世
帯
を
応
援

火
災
か
ら
住
民
の

　
　
　
暮
ら
し
を
守
る

新
ご
み
処
理
施
設
を

　
　
　
　
　
有
効
活
用

通
園
バ
ス
の
安
全
対
策
と

　
　
子
育
て
支
援
が
充
実

　
　
　
　
　

藤
本　

一
昭

　

国
の
４
年
度
第
２
次
補

正
予
算
に
伴
い
、
保
育
園

な
ど
の
通
園
バ
ス
の
置
き

去
り
防
止
装
置
の
設
置
と

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業
で
妊
娠
期
か
ら
出

産
子
育
て
ま
で
の
伴
走
型

相
談
支
援
と
経
済
的
支
援

を
実
行
す
る
も
の
で
す
。

④⑤

総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
消 防 費
教 育 費
歳 出 合 計

791万円
5942万円
5090万円
3205万円
433万円
1106万円

21億4278万円
36億3417万円
10億4288万円
10億9735万円
5億2633万円
11億7146万円

款

一
　
般
　
会
　
計

12　月 補正後の額

特　別　会　計
公営企業会計

1億6567万円
2億  125万円
5021万円

2億 790万円
1107万円

1億7803万円

11　月

3億9700万円

483万円

133億  286万円
65億9051万円
32億2043万円

歳出　 11・12月補正予算

＊予算金額は補正のあった科目のみです。合計は現予算の総計です。

QA

Q

Q

Q

A

AQA

A

QA

Q

QA

QA QA

QQ A

AQA QA

A

すくすく育て

車内点検中

議案第65号
令和４年度兵庫県多可郡多可町一般会計補正予算
（第４号）

○印は賛成、×印は反対、欠印は欠席。　賛否同数の場合は、笹倉議長が裁決します。

番号
笹
倉
政
芳

門
脇
敎
蔵

廣
畑
幸
子

藤
本
一
昭

日
原
茂
樹

𠮷
田
政
義

門
脇
保
文

清
水
俊
博

内
橋
志
郎

橋
尾
哲
夫

大
山
由
郎

市
位
裕
文

藤
原
清
勝

足
立
吉
継

○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○ × ○○ －

案　　件　　名

第117回 多可町議会臨時会 賛否の公表 （全員賛成の議案は除く）

消
火
栓
用
の

　
　
　
消
防
ホ
ー
ス
更
新

　
　
　

   　

３
７
０
万
円

　

消
火
栓
の
ホ
ー
ス
を
点

検
し
た
結
果
、
今
回
は
１

６
０
本
を
更
新
し
ま
す
。

　
　

い
つ
判
明
し
た
の
で

　
　

す
か
。

　
　

消
防
団
が
消
火
栓
の

　
　

ホ
ー
ス
の
一
斉
点
検

を
し
て
分
か
り
ま
し
た
。

　
　

残
り
の
ホ
ー
ス
の
更

　
　

新
は
い
つ
で
す
か
。

　
　

次
年
度
に
交
換
す
る

　
　

予
定
で
す
。

ど
の
よ
う
な
支
援
に  

　
　

な
る
の
で
す
か
。

　
　

妊
娠
期
の
出
産
応
援

　
　

ギ
フ
ト
と
し
て
５
万

円
、
出
産
時
に
育
児
応
援

ギ
フ
ト
５
万
円
を
支
給
し

て
、
子
育
て
家
庭
を
支
援

し
ま
す
。

　
　

す
で
に
産
ま
れ
た
子

　
　

ど
も
た
ち
は
５
万
円

だ
け
の
支
給
に
な
る
の
で

す
か
。

　
　

一
括
で
10
万
円
支
給

　
　

し
ま
す
。

　
　

い
つ
か
ら
支
給
す
る

　
　

の
で
す
か
。

　
　

令
和
５
年
１
月
か
ら
、

　
　

準
備
が
で
き
次
第
支

給
し
ま
す
。

出
産
・
子
育
て

　
　
　
　
応
援
交
付
金

　
　
　
　

１
２
１
０
万
円

　

国
の
「
出
産
・
子
育
て

応
援
交
付
金
」
を
活
用
し
、

妊
娠
届
出
や
出
生
届
出
を

し
た
妊
婦
・
子
育
て
家
庭

に
対
し
、
経
済
的
支
援
と

し
て
計
10
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

　

対
象
に
な
る
妊
婦
・

　
　

子
育
て
家
庭
は
。

　
　

令
和
４
年
４
月
１
日

　
　

以
降
に
妊
娠
、
出
産

さ
れ
た
人
た
ち
で
す
。

通
園
バ
ス
置
き
去
り

　
　
防
止
安
全
装
置
設
置

　
　
　

   　

１
４
８
万
円

　

静
岡
県
で
の
保
育
園
の

バ
ス
に
園
児
が
置
き
去
り

に
さ
れ
死
亡
す
る
事
件
が

あ
っ
た
の
を
受
け
、
事
故

が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
、

通
園
バ
ス
に
置
き
去
り
防

止
安
全
装
置
を
設
置
し
ま

す
。

　
　

い
く
ら
補
助
す
る
の

　
　

で
す
か
。

　
　

通
園
バ
ス
１
台
に
つ

　
　

き
20
万
円
で
す
。

　
　

い
つ
設
置
す
る
の
で

　
　

す
か
。

   　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
　

が
示
さ
れ
れ
ば
、
各

こ
ど
も
園
と
調
整
し
、
早

期
に
設
置
し
ま
す
。

準
備
も
あ
る
の
で
、

　
　

１
月
６
日
か
ら
順
次

発
送
し
ま
す
。

　

世
帯
主
宛
に
全
員
分
を

ゆ
う
パ
ッ
ク
で
送
付
し
ま

す
。
商
品
券
は
半
年
間
有

効
で
す
。

非
課
税
世
帯
に

　
　
　
　
特
別
給
付
金

　
　
　

１
億
１
５
２
万
円

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

な
ど
の
価
格
高
騰
で
の
負

担
増
を
考
え
、
特
に
家
計

へ
の
影
響
が
大
き
い
非
課

税
の
世
帯
に
価
格
高
騰
緊

急
支
援
給
付
金
と
し
て
、

１
世
帯
に
５
万
円
を
給
付

し
ま
す
。

　

非
課
税
世
帯
だ
け
が

　
　

対
象
で
す
か
。

　
　

令
和
４
年
１
月
以
降

　
　

の
家
計
急
変
世
帯
に

該
当
す
る
世
帯
も
給
付
し

ま
す
。

　
　

い
つ
か
ら
給
付
す
る

　
　

の
で
す
か
。

　
　

11
月
下
旬
か
ら
で
す
。

生
活
支
援
商
品
券
給
付

　
　
　

１
億
３
６
８
万
円

　

物
価
高
騰
で
の
家
計
へ

の
影
響
を
考
慮
し
、
す
べ

て
の
住
民
に
生
活
支
援
と

町
内
事
業
者
の
経
済
的
支

援
を
目
的
と
し
て
、
１
人

当
た
り
５
千
円
分
の
商
品

券
を
配
布
し
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
商
品
券

　
　

で
す
か
。

　
　

町
内
で
の
み
使
え
る

　
「
多
可
町
共
通
商
品

券
」
で
す
。

　
　

年
末
を
迎
え
る
の
で

12
月
中
の
配
布
が
で

き
ま
せ
ん
か
。

余
熱
利
用
施
設
整
備
の

　
　
　
　
施
設
設
計
費

　
　
　

   

７
０
５
０
万
円

　

新
ご
み
処
理
施
設
か
ら

の
余
熱
を
活
用
し
た
農
業

施
設
を
計
画
し
て
い
る
た

め
に
測
量
し
ま
す
。

　

徳
畑
地
内
の
農
地
を

　
　

ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
の
で
す
か
。

　
　

こ
の
土
地
に
農
業
施

　
　

設
を
建
設
す
る
予
定

で
調
整
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
園
に
光
熱
費
の

　
　
　
　
　
高
謄
対
策

　
　
　

   　

３
０
８
万
円

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
こ
ど
も
園
な
ど

に
、
光
熱
費
や
食
糧
費
の

価
格
上
昇
分
の
一
部
を
支

援
し
、
保
育
施
設
の
継
続

的
・
安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
支
援
し
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
だ
け

　
　

が
対
象
で
す
か
。

　
　

小
規
模
保
育
事
業
所

　
　

や
認
可
外
保
育
施
設

も
対
象
で
す
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

物
価
高
騰
対
策
に

　
　
　
　
　
　
生
活
応
援

　
　
　
　
　
藤
本
　
一
昭

　

住
民
全
員
に
５
千
円
分

の
商
品
券
給
付
事
業
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
へ

５
万
円
の
給
付
事
業
が
予

算
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

な
ど
を
活
用
し
て
の
住
民

へ
の
経
済
的
支
援
策
で
あ

り
、
生
活
応
援
に
な
る
も

の
で
す
。

反
対
討
論

少
し
で
も

　
　
利
用
料
を
取
る
べ
き

　
　
　
　
　
門
脇
　
保
文

　
「
回
収
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
は
、
経
済
性
も
十
分

考
慮
し
た
上
で
、
発
電
・

場
外
余
熱
利
用
な
ど
を
含

め
、
利
用
す
る
こ
と
を
基

本
方
針
と
す
る
」
と
言
い

な
が
ら
、
無
償
で
提
供
す

る
こ
と
は
納
得
で
き
ま
せ

ん
。
少
し
で
も
利
用
料
を

取
る
べ
き
で
す
。

第117回 臨時会
物価高に負けるな

第117回 臨時会
物価高に負けるな

令和４年11月２日に開催されました。

補

正

少子化克服へ少子化克服へ
妊娠・出産・育児を全力でサポート

日
々
の
暮
ら
し
を
応
援
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算
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住
民
と
議
会
の「
も
や
い
な
お
し
」を
考
え
る

住
民
と
議
会
の「
も
や
い
な
お
し
」を
考
え
る

議
会
へ
の
思
い
の
丈
を
ぶ
つ
け
る

議
会
へ
の
思
い
の
丈
を
ぶ
つ
け
る

明
日
の
多
可
町
の
姿
を
語
る

明
日
の
多
可
町
の
姿
を
語
る

議
会
の
取
り
組
み

　

議
会
の
活
動
を
伝
え
、

住
民
と
の
関
係
を
構
築
す

る
た
め
に
「
議
会
は
な
に

を
や
っ
て
い
る
の
か
」
を

よ
り
積
極
的
に
伝
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
、
議
会
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

春
か
ら
は
頂
い
た
多
く

の
意
見
を
も
と
に
、
皆
さ

ま
の
も
と
に
出
向
い
て
議

会
報
告
会
を
開
催
し
、
意

見
交
換
会
を
し
ま
す
。

　

議
員
報
酬
や
議
員
定
数
、

議
会
改
革
へ
の
意
見
を
伺

い
に
参
り
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

　
　
　
参
加
し
て
の
意
見

●
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
住
民
が
議
会
の
活
動

を
知
る
良
い
機
会
と
な
っ

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

●
意
思
決
定
の
過
程
を
住

民
に
見
え
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。
委
員
会
の

た
か
Ｔ
Ｖ
、Y

ouT
ube

で
の
発
信
と
議
会
広
報
で

も
っ
と
過
程
の
見
え
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

●
意
見
を
聞
く
努
力
と
勉

強
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

●
今
回
参
加
し
て
無
理
解

が
少
し
理
解
に
変
わ
っ
た

気
が
し
ま
す
。
パ
ネ
リ
ス

ト
の
皆
さ
ん
が
若
く
て
活

気
が
あ
っ
た
の
で
、
議
員

さ
ん
に
な
っ
て
改
革
し
て

ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

●
議
会
に
関
心
を
抱
い
て

も
ら
う
た
め
に
も
高
校
生

議
会
で
は
な
く
、
中
学
生

議
会
を
開
く
べ
き
で
す
。

議みんなで考えようみんなで考えよう 議

議
会
改
革

活発な意見交換

熱き思いを語る

議会改革シンポジウム

田
畑
俊
浩
さ
ん

議
員
報
酬
の
必
要
に
応

じ
て
の
見
直
し
、
休
日
、

夜
間
議
会
の
開
催
、
次
の

世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て

る
仕
組
み
を
作
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

藤
岡
啓
志
郎
さ
ん

政
策
も
大
事
で
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
議
会
に

も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
教
育
に
も
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。

山
本
早
希
さ
ん

男
女
共
同
参
画
の
中
で

女
性
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
し
、
議
会
も
意

識
を
変
え
て
ほ
し
い
で
す
。

　

議
会
へ
傍
聴
に
行
け
る

取
り
組
み
も
考
え
て
ほ
し

い
で
す
。

議
会
を
変
え
る
に
は
自

分
た
ち
も
変
わ
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
、
そ
ん

な
場
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

後
藤
高
広
さ
ん

５
年
後
、
10
年
後
、
20

年
後
の
こ
と
を
考
え
て
、

住
民
に
寄
り
添
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
議
会
主
導
で
児

童
養
護
施
設
を
誘
致
し
て

ほ
し
い
で
す
。

住
民
と
意
見
交
換
を
し

て
も
ら
え
る
場
を
設
け
て

ほ
し
い
で
す
。

４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
「
議
会
改
革

と
は
い
っ
た
い
な
ん
な
の

か
」
土
山
先
生
を
交
え
て

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

住
民
が
議
会
と
の
つ
な
が

り
を
持
つ
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

多
可
町
議
会
で
は
議
会

改
革
の
一
環
と
し
て
、
住

民
の
皆
さ
ま
に
議
会
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

身
近
で
開
か
れ
た
議
会
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
法

政
大
学
教
授
の
土
山
希
実

枝
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

11
月
４
日
（
金
）
に
み
ん

な
で
考
え
よ
う「
議
会
改

革
」と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
土
山
先
生

は
住
民
と
議
会
の
「
も
や

い
な
お
し
」
を
考
え
る
と

題
し
て
議
会
の
役
割
、
議

会
と
行
政
、
住
民
と
の
理

想
的
な
関
係
性
を
5
つ
の

テ
ー
マ
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

①
住
民
と
議
会
の
間
に
あ

る
も
の

②
自
治
体
の
役
割
、
議
会

の
し
ご
と

③
議
会
が
「
信
頼
さ
れ

る
」
と
い
う
こ
と

④
自
治
体
と
〈
政
策
・
制

度
〉
と
住
民
の
「
い
ま
、

そ
こ
に
あ
る
危
機
」

⑤
政
策
議
会
と
住
民
の
関

係
を
再
構
築
す
る

住
民
と
議
会
の
間
に
横

た
わ
る
「
無
理
解
」
を
解

消
す
る
難
し
さ
や
、
議
会

は
必
要
な
の
？
と
い
う
素

朴
な
疑
問
に
対
す
る
答
え

の
難
し
さ
を
話
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
議
会
が
「
信
頼

を
得
る
」「
信
託
・
負
託

に
応
え
る
」
と
い
う
こ
と

や
、
み
ん
な
が
満
足
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
も
、
満

足
し
な
く
て
も
納
得
す
る

こ
と
は
で
き
る
議
会
を
作

る
べ
き
、
住
民
の
た
め
の

議
会
を
い
か
に
作
る
か
な

ど
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
の
後
、
参
加

者
３
人
ず
つ
で
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
ど
ん

な
議
会
だ
っ
た
ら
良
い
か

と
い
う
意
見
を
活
発
に
出

し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

主
な
意
見

●
議
員
の
質
の
向
上
。
こ

の
よ
う
な
機
会
を
も
っ
と

持
っ
て
ほ
し
い
。

●
行
政
か
ら
の
議
案
に
対

し
、
的
確
に
判
断
が
で
き

る
議
会
（
ノ
ー
と
言
え
る

議
会
）。

●
女
性
、
若
い
世
代
の
議

員
が
活
動
で
き
る
環
境
づ

く
り
。

●
議
員
と
住
民
の
座
談
会

（
語
ろ
う
会
）
を
開
催
さ

れ
た
ら
良
い
の
か
と
思
い

ま
す
。

●
議
会
は
決
定
権
が
あ
り
、

審
議
審
査
を
尽
く
す
た
め

に
必
要
な
議
員
定
数
は
ど

れ
ほ
ど
か
、
十
分
に
議
論

し
て
決
定
し
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
こ
そ
が
重
要
で
す
。

会改革会改革
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件
10

7

6

22

6

5

1

1
5

子育てダントツ多可町を目指せ

効率のよい公共交通を

地元の事ばかりでなく町全体を
見て

国政ばかりでなくもっと世の中
目線での活動を

役場職員も丁寧な対応を

男女共同参画の推進を

無投票はいかん！

人生最後まで「公」でみて
議員への感謝・激励

分　類　別件
64

57

44

32

31

21

16

29
21

住民目線での施策の提言を

議会・議員の活動が見えるよう
もっと情報発信を

議員定数と議員報酬を見直すべ
き

住民の意見を聞く場を設けて
（特に女性・若者）

女性議員や若い議員を増やすべき

行政と協働で若者流出を止める
ような人口対策を

若者が立候補しやすい報酬など
環境の整備が必要

やる気・意欲のある議員を
報酬に合うだけの議員の仕事を

分　類　別

議会アンケート自由意見分類別集計

議議

議
会
改
革

あなたの声を聴かせて
会改革会改革

　多可町議会では、議会の活性化と議員の定数、報酬などを調査研究するため、議会改革推進部会を設
置し、議会基本条例の見直しや議員定数・議員報酬のあり方などを検討しています。
　このようなことから、多可町議会の更なる議会改革を進めるために、住民の皆さまのご意見をお伺い
したく、令和４年６月から７月にかけてアンケートを実施しました。
　町内在住の18歳以上の人を無作為に1500人抽出し、書面またはWebで回答していただきました。

　回答率42.7％　（640人/1500人）

住民は議会に関心があるのか 回答者の年齢

　ある、少しあるが約60％。余りない、
ないが約40％。少しある、あまりないの
人に、関心をもってもらう取り組みが必
要です。

　40代以下の若い人の意見をいかに吸い
上げるか、特に10代や20代の意見をこ
れから反映していくのかが、大事なポイ
ントになると思われます。

住民の声、届いているのか 議会だよりは読まれているのか

　わからないの回答が40％を超えていま
す。関心がないのでわからないのか、施
策の情報が伝わりにくいのかが疑問に思
います。住民の声を反映するのは議員の
大きな使命なだけに、検討課題です。

　3/4以上の人が読んだことがあります
が、さらに読んでもらえる工夫が必要で
す。

どうする議員定数（14 人） 議会は評価されているのか

　約半数の人が減らすべきとの回答。しっ
かりと向き合い真剣に議論する数値と考
えます。

　あまり評価しない、まったく評価しな
いが33％なので、評価する、ある程度評
価するとほぼ同等です。厳しく見ると評
価されていないかも。

なり手不足解消・女性や若者の参加は 議員報酬（21 万 5 千円）は安いのか

　男女問わず家族の理解が大切です。
　休日、夜間議会はこれから検討するべ
きです。
　特に報酬が少ないために若い人たちが
立候補しにくいのが問題です。

　実際今の金額で議員になろうと思う若
い世代はほとんどいないようです。
　何をもって報酬が適正なのか、安いの
か、高いのか分析が必要です。

10 代
20 代
30代
40代
50代
60代
70代以上
回答しない

読んでいる
読んでいない
無回答

ある
少しある
あまりない
ない

評価する
ある程度
評価する
あまり
評価しない
まったく
評価しない
わからない

増やすべき
現状維持
減らすべき
わからない
無回答

適正と思う
安いと思う
高いと思う
わからない
無回答

反映されている
ある程度
反映されている

反映されてい
ない
わからない
無回答

住民の皆さまが議会や議会制度をどのよ
うに捉え、また今後どのような町づくりを
望んでいるのか、これまでの議会の活性化
や今後の議会のあるべき姿を分析し、多可
町議会の活性化に取り組んでいきます。

議会アンケートの詳細は
右記のコードからご覧く
ださい。

1.1%

5.2%
8.6%

13.0%

19.7%21.9%

28.9%

1.7%

20.9%

38.6%

33.0%

7.5%

1.9%

76.4%

21.7%

2.8%

29.8%

26.7%

6.3%

33.1%

1.3%1.1%

28.3%

46.9%

22.5%

1.3%

34.4%

18.1%

35.0%

6.3%
6.3%

2.2%

34.1%

19.4%

40.2%

4.2%

家族
の理
解

職場
の理
解

育児
・介
護休
暇の

　　
　　
　　
　充
実

議員
報酬
の増
額

休日
・夜
間議
会の

　　
　　
　　
　導
入
その
他
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⑩⑪

Q

Q町
長

町
長

QQ

教
育
総
務
課
長

町
長

Ｑ．きょうだい児と家族を支援せよ

Ａ．集う場所や仕組みづくりを検討

Ｑ．白川教育基金を有効に使え

Ａ．意向に添って検討する

議員の日常活動と調査・研究、
住民の声や自身の考え方をもとに
町長と教育長に方針を問います。

　議会だよりでは、紙面の都合上、
１人１問の質問と答弁を要約して
掲載しています。
　熱気あふれる発言の全ては、各
議員の二次元バーコードからご覧
下さい。

大山由郎
門脇敎蔵

廣畑幸子
橋尾哲夫

𠮷田政義
藤本一昭

市位裕文
門脇保文

内橋志郎

清水俊博

藤原清勝

足立吉継
日原茂樹

11

12

13

14

15

16

17

質問議員 質　問　要　旨 掲載ページ

きょうだい児と家族を支援せよ
白川教育基金を有効に使え
認知症の取り組みは（未掲載）
おくやみハンドブックの作成を
旧町時代の看板の確認を
薪ストーブなど購入に補助金を（未掲載）
高齢者施設の確保は（未掲載）
10年後の多可町の農業を問う
タクシー運賃助成制度を
出産・子育て応援交付金事業の取り組みは（未掲載）
介護住宅改修を受領委任払いに
南玄関口の道路整備を
エネルギー再利用計画は（未掲載）
ニュースキャンの導入は（未掲載）
第２期多可町総合戦略はいかに
令和５年度当初予算編成方針は（未掲載）
道の駅のさらなる活性化を
高齢者の移動手段確保は（未掲載）
若者が集まるスケボーの町へ
旧統一教会被害者住民相談の対応は（未掲載）
消防団員の報酬を改正せよ
通園バスの安全対策は万全か
診療所のサイバーセキュリティ対策は万全か（未掲載）

一
般
質
問

みんな同じ

　
　

親
が
安
心
し
て
低
年

齢
期
の
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
と
、
そ
の
兄
弟
姉
妹

で
あ
る「
き
ょ
う
だ
い
児
」

の
子
育
て
に
取
り
組
め
る

支
援
が
必
要
で
あ
り
、
障

が
い
差
別
を
考
慮
し
た
支

援
も
大
切
で
す
。

　
　
　

こ
ど
も
園
で
保
育

士
を
増
員
し
て
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

は
、
職
員
が
対
象
児
の
様

子
を
見
な
が
ら
臨
機
応
変

に
対
応
し
、
親
が
ゆ
っ
く

り
と
関
わ
れ
る
時
間
を
持

て
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
の
支

援
も
し
て
い
ま
す
。

　
　

親
や
家
族
の
悩
み
、

き
ょ
う
だ
い
児
の
不
満
や

不
公
平
感
、
思
春
期
の
対

応
な
ど
、
悩
み
に
応
じ
た

支
援
が
必
要
で
す
。

　
　
　

親
の
悩
み
の
相
談

は
「
多
可
町
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家

族
が
抱
え
る
悩
み
や
不
安

な
ど
同
じ
立
場
の
人
が
情

報
共
有
で
き
る
よ
う
集
え

る
場
所
の
構
築
、
仕
組
み

づ
く
り
も
検
討
し
ま
す
。

大山由郎 議員

　
　

平
成
29
年
12
月
に
中

区
出
身
の
白
川
良
一
さ
ん

か
ら
、
町
に
５
千
万
円
の

多
額
の
寄
付
が
さ
れ
ま
し

た
。今

後
ど
の
よ
う
に
有
効

に
活
用
さ
れ
る
の
で
す
か
。

　
　
　

現
在
、
多
可
町
は

「
子
育
て
す
る
な
ら
ダ
ン

ト
ツ
多
可
町
」
を
合
言
葉

に
子
育
て
支
援
を
強
力
に

進
め
て
い
ま
す
。
白
川
さ

ん
の
意
向
に
添
っ
て
有
意

義
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響

で
、
子
ど
も
を
お
持
ち
の

親
か
ら
、
子
ど
も
が
バ
イ

ト
が
で
き
ず
親
も
バ
イ
ト

も
パ
ー
ト
も
断
ら
れ
て
と

悲
鳴
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

白
川
基
金
を
有
効
に
使
う

べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　

高
校
入

学
時
に
は
、
制
服
や
教
科

書
な
ど
に
加
え
て
今
年
度

か
ら
１
人
１
台
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
購
入
が
必
要
で
、

多
額
の
費
用
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　

進
学
の
際
に
一
時
金
的

な
支
援
を
す
る
な
ど
、
白

川
さ
ん
の
意
向
に
添
っ
た

有
意
義
な
活
用
方
法
を
検

討
し
ま
す
。

門脇敎蔵 議員

白川さんの思いを形に
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⑫⑬

Q

町
長

町
長

Q

Q住
民
課
長

Q

町
長

Q

副
町
長

Ｑ．旧町時代の看板の確認を

Ａ．看板の管理は各集落に依頼

Ｑ．おくやみハンドブックの作成を

Ａ．次年度の早い時期にする

Ｑ．タクシー運賃助成制度を

Ａ．地域公共交通計画を見直す

Ｑ．10年後の多可町の農業を問う

Ａ．活力ある営農の確立が必要

一
般
質
問

　
　

多
可
町
は
平
成
17
年

11
月
１
日
に
３
町
が
合
併

し
18
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
中
町
、

八
千
代
町
の
看
板
が
残
っ

て
お
り
、
中
区
は
不
法
投

棄
防
止
、
八
千
代
区
は
不

法
投
棄
禁
止
の
看
板
が
旧

町
の
ま
ま
で
す
。

　

中
区
は
翠
明
湖
周
辺
、

八
千
代
区
は
柳
山
寺
集
落

で
す
。
加
美
区
は
合
併
後
、

新
し
い
黄
色
の
看
板
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
町
を
確
認
し
、
旧
看

板
を
区
に
訂
正
す
る
か
、

取
り
外
し
て
新
た
に
設
置

す
べ
き
で
す
。

　
　
　

旧
町
名
の
看
板
な

ど
は
、
合
併
後
に
順
次
修

正
し
、
老
朽
化
し
た
も
の

は
撤
去
し
て
き
ま
し
た
。

　

各
集
落
で
は
、
旧
町
時

代
か
ら
不
法
投
棄
防
止
運

動
や
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
な
ど
に
大
変
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
不
法
投
棄
看

板
も
、
集
落
か
ら
の
要
望

が
あ
れ
ば
、
北
播
磨
県
民

局
の
補
助
金
事
業
な
ど
を

活
用
し
て
順
次
新
し
い
も

の
に
交
換
し
て
い
き
ま
す
。

橋尾哲夫 議員

こんな看板見つけました

　
　

お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
と
は
、
家
族
が
死
亡

さ
れ
た
と
き
、
遺
族
が
さ

ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
分
か

り
や
す
く
書
か
れ
た
冊
子

の
こ
と
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
心

の
余
裕
も
無
い
ま
ま
時
間

が
過
ぎ
て
い
く
こ
と
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し

や
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
多

い
多
可
町
で
す
。
手
元
に

あ
れ
ば
、
用
意
で
き
る
も

の
な
ど
い
ざ
と
い
う
と
き

の
手
助
け
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
作
る
べ
き
で
す
。

　
　
　

ご
遺
族
の
手
続
き

は
多
岐
に
わ
た
り
、
大
変

負
担
で
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
死
亡
届
提
出

時
に
簡
潔
に
ま
と
め
た
チ

ラ
シ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

終
活
用
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
作
成
を
前
向
き
に
検

討
し
ま
す
。

　
　

い
つ
頃
の
作
成
を
考

え
て
い
ま
す
か
。
ま
た
配

布
場
所
は
。

　
　
　
　
　

次
年
度
の
早

い
時
期
に
作
成
し
ま
す
。

配
布
場
所
は
両
プ
ラ
ザ
も

考
え
ま
す
。

廣畑幸子 議員

　
　

高
齢
者
の
足
の
確
保

の
た
め
に
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
券
の
追
加
交
付

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
上

タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
経
営

は
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

タ
ク
シ
ー
の
利
用
促
進

を
兼
ね
て
タ
ク
シ
ー
料
金

の
運
賃
割
引
制
度
の
導
入

で
事
業
者
を
活
用
す
べ
き

で
す
。

　

岡
山
県
の
美
作
市
は
、

高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
運
賃

半
額
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
の
売
上
と
利
用
者

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

多
可
町
も
、
ぜ
ひ
と
も

早
期
に
こ
の
制
度
を
取
り

入
れ
る
べ
き
で
す
。

　
　
　

地
域
公
共
交
通
と

し
て
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

が
あ
り
ま
す
。
地
域
公
共

交
通
の
方
向
性
と
そ
の
具

体
的
な
施
策
を
示
す
第
２

次
多
可
町
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

　

住
民
・
タ
ク
シ
ー
利
用

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
の
結
果
を
参
考
に
し
て
、

元
気
に
外
出
が
で
き
る
公

共
交
通
体
系
の
構
築
を
目

指
し
ま
す
。

藤本一昭 議員

　
　

農
業
が
か
か
え
る
大

き
な
問
題
は
、
「
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
」
で
す
。

十
分
な
収
益
が
な
い
、
初

期
投
資
額
が
高
い
、
理
想

的
な
農
地
の
確
保
が
難
し

い
、
維
持
費
が
重
く
の
し

か
か
る
な
ど
の
理
由
で
新

規
農
業
の
壁
が
高
い
で
す
。

　

ま
た
、
50
年
近
く
実
施

さ
れ
た
「
減
反
政
策
」
の

た
め
、
農
家
自
身
の
経
営

判
断
で
米
の
生
産
な
ど
が

で
き
な
く
な
り
、
自
由
な

発
想
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

10
年
後
の
多
可
町
の
農

業
は
、
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
で
離
農
さ
れ
る
人
や

耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

農
業
が
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
で
き
る
よ

う
、
一
つ
目
は
経
営
体
の

法
人
化
や
農
地
の
集
積
、

集
約
化
に
よ
る
生
産
体
制

の
強
化
。
二
つ
目
は
基
盤

整
備
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
で
の
省
力
化
や
高
品

質
化
。
三
つ
目
は
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
高

収
益
作
物
の
導
入
や
、
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
な
ど
、

活
力
あ
る
農
を
確
立
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

𠮷田政義 議員

農機具は高い
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⑭⑮

Q町
長

Q

町
長

Q

町
長

町
長

Q

Ｑ．介護住宅改修を受領委任払いに

Ａ．実施を検討

Ｑ．南玄関口の道路整備を

Ａ．長期的な課題

Ｑ．第２期多可町総合戦略はいかに

Ａ．総合戦略で人口減少が緩和

Ｑ．道の駅のさらなる活性化を

Ａ．道の駅ファン拡大に努める

一
般
質
問

　
　

介
護
を
考
え
る
と
き
、

住
宅
改
修
は
必
要
で
す
。

　

改
修
に
は
介
護
保
険
か

ら
住
宅
改
修
費
が
支
給
さ

れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
工

事
費
を
完
納
さ
れ
る
と
支

給
通
知
が
あ
り
、
交
付
に

は
２
〜
３
か
月
必
要
と
分

か
り
ま
し
た
。

　

支
給
に
時
間
が
か
か
り

す
ぎ
で
す
。
利
用
者
負
担

の
少
な
い
、
受
領
委
任
払

い
制
度
（※

１
）
に
す
る

べ
き
で
す
。

　
　
　

介
護
保
険
住
宅
改

修
支
給
に
は
、
償
還
払
い

制
度
（※

２
）
と
受
領
委

任
払
い
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

多
可
町
は
償
還
払
い
制

度
で
す
。
受
領
委
任
払
い

制
度
は
県
内
の
６
割
の
市

町
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
利
用
者
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
、
施
工

業
者
に
理
解
を
求
め
実
施

を
検
討
し
ま
す
。

（※

１
）
受
領
委
任
払
い

制
度

補
助
金
受
領
を
業
者
に
委

任
し
、
自
己
負
担
分
の
み

支
払
う
。

（※

２
）
償
還
払
い
制
度

申
請
後
に
補
助
金
分
を
本

人
が
受
け
取
る
。

市位裕文 議員

これで安心

総合戦略

　
　

県
道
１
４
３
号
三
室

バ
イ
パ
ス
の
開
通
で
、
加

美
区
に
は
信
号
な
し
で
入

れ
ま
す
。

 

ま
た
、
県
道
34
号
西
脇

八
千
代
市
川
線
を
延
長
し
、

西
脇
市
に
抜
け
る
ト
ン
ネ

ル
構
想
を
実
現
す
る
こ
と

で
、
多
可
町
の
南
北
２
本

の
県
道
と
連
結
し
、
ア
ク

セ
ス
道
路
の
機
能
を
発
揮

し
ま
す
。
丹
波
篠
山
か
ら

姫
路
ま
で
の
主
幹
道
路
の

機
能
も
兼
ね
備
え
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
加
西
市
河
内

か
ら
県
道
34
号
線
の
延
長

上
に
あ
る
八
千
代
区
大
和

に
抜
け
る
道
路
を
拡
幅
連

結
す
る
こ
と
で
、
中
国
道

や
山
陽
道
へ
の
道
も
開
け

ま
す
。

　

早
期
着
手
を
求
め
ま
す
。

　
　
　

い
ず
れ
も
多
可
町

の
南
玄
関
口
と
し
て
の
機

能
や
防
災
の
観
点
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
ま

す
が
、
西
脇
市
や
加
西
市

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠

で
す
。

　

事
業
の
必
要
性
や
緊
急

性
、
経
済
性
、
実
現
の
可

能
性
な
ど
慎
重
に
検
討
、

整
理
し
、
長
期
的
な
課
題

と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

門脇保文 議員

未来予想図

　
　

多
可
町
総
合
戦
略
は
、

人
口
減
少
対
策
、
地
域
創

生
を
進
め
る
た
め
の
計
画

で
す
。
期
間
は
、
２
年
度

か
ら
６
年
度
の
５
年
間
で

す
。

　

令
和
６
年
の
人
口
目
標

１
万
８
千
人
達
成
に
向
け

て
、
４
つ
の
地
域
創
生
戦

略
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
各
戦
略
・
政

策
を
設
定
し
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

実
施
体
制
お
よ
び
重
要

業
績
評
価
指
標
29
項
目
、

第
２
期
新
規
の
19
項
目
の

推
進
状
況
は
い
か
が
で
す

か
。

　
　
　

実
施
体
制
は
企
画

秘
書
課
が
取
り
ま
と
め
、

多
可
町
創
生
検
証
委
員
会

で
外
部
か
ら
の
ご
意
見
や

ご
助
言
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

29
項
目
の
指
標
の
推
移

は
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
現
状
維
持
以
上
が
62

％
で
す
。

　

新
た
な
19
項
目
の
指
標

は
、
現
状
維
持
以
上
が
68

％
で
す
。

　

社
会
増
減
の
改
善
が
見

ら
れ
、
人
口
減
少
が
緩
和

し
て
い
ま
す
。
総
合
戦
略

の
一
定
の
効
果
で
す
。

　
　

ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の

休
憩
施
設
と
し
て
整
備
さ

れ
た
「
道
の
駅
」。
近
年

は
地
域
の
特
産
物
や
観
光

資
源
を
活
か
し
、
進
化
を

遂
げ
て
い
ま
す
。

　

国
も
成
長
戦
略
の
柱
と

位
置
づ
け
、
重
点
的
に
支

援
す
る
飛
躍
の
ス
テ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
。

　

四
半
世
紀
が
過
ぎ
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
２
つ
の

道
の
駅
は
大
変
貴
重
で
あ

り
重
要
で
す
。

　

単
な
る
休
憩
地
で
な
く

「
目
的
地
」
と
な
り
、
多

可
町
の
さ
ら
な
る
活
性
化

の
拠
点
と
な
り
ま
す
。
ど 

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
で

す
か
。

　
　
　

単
な
る
休
憩
施
設

で
は
な
く
、
地
域
創
生
・

観
光
の
拠
点
と
し
て
、
地

元
集
落
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
交
流
人
口
の
増
加

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
元
気
を

つ
く
る
小
さ
な
拠
点
の
整

備
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
や

無
農
薬
野
菜
の
販
売
な
ど

で
雇
用
の
創
出
や
生
産
者

の
意
欲
向
上
を
目
指
す
中
、

道
の
駅
フ
ァ
ン
拡
大
に
努

め
ま
す
。

清水俊博 議員

内橋志郎 議員

お客さまをお待ちしていますー杉原紙の里ー
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⑯⑰

ひ
と
褒
め

照
れ
る
ね

●質問内容などは３月10日に議会ホームページ
　に掲載します。
●傍聴は役場４階へお越しください。
●請願・陳情の提出は２月14日（火）17時までに
　ご提出ください。
＊ご不明な点は議会事務局にお問い合わせください。

　この機会に、ぜひ多可町議会公式ホームページを
お訪ねください。
　過去の会議録やお知らせをご覧いただけます。

https://
www.town.taka.lg.jp/takacho_gikai/

F a c e b o o k では、委員会などでの議員たちの
様子をご覧いただけます。

Yo uT u b e では、本会議での質問や発言を
ノーカットで公開しています。

３月定例会＜本会議の日程＞
　初　　日　　３月  1日（水）
２ 日 目　　３月14日（火）
３ 日 目　　３月17日（金）一般質問
４ 日 目　　３月20日（月）一般質問
最 終 日　　３月27日（月）

－次回定例会の予定－議会を見よう

　
　

た
し
の
家
族
は

　
　

し
っ
ぱ
い
し
た
と
き

や
さ
し
く
言
っ
て
く
れ
る

何
か
に
ち
ょ
う
せ
ん
す
れ
ば

ほ
め
て
く
れ
る

と
て
も
う
れ
し
く
な
る

パ
パ
、
マ
マ
、
妹
、

わ
た
し
の
一
番
の
た
か
ら
も

のわ
た
し
も
い
ろ
い
ろ
が
ん
ば

る
ね

（
松
井
小　

金
髙　

柚
珠
）

　
　

り
が
と
う

　
　

あ
り
が
と
う
は　

ま
ほ

う
の
言
葉

言
え
ば

自
分
も
相
手
も　

笑
顔
に
な
る

家
族
や
友
達
も

笑
顔
に
な
る

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
助
け
合

いま
ほ
う
の
言
葉
で
笑
顔
に
な

る本
当
に
み
ん
な

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

（
杉
原
谷
小　

藤
原　

鈴
）

わあ

ガンバレ消防団
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令
和
４
年
度
人
権
作
品
集

　
　

「
あ
お
ぞ
ら
」
よ
り

Q

教
育
長

Q

町
長

町
長

Q

Ｑ．消防団員の報酬を改正せよ

Ａ．段階的に対応

Ｑ．若者が集まるスケボーの町へ

Ａ．今後の研究課題です

Ｑ．通園バスの安全対策は万全か

Ａ．早期の安全装置設置を目指す

　
　

５
年
度
か
ら
西
脇
市

消
防
団
の
基
本
団
員
の
報

酬
が
、
国
の
示
し
た
標
準

額
３
万
６
５
０
０
円
に
引

き
上
げ
る
機
運
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

財
政
的
に
厳
し
い
の
は

分
か
り
ま
す
が
、
団
員
確

保
に
も
つ
な
が
る
重
要
な

課
題
で
す
の
で
、
せ
め
て

全
国
平
均
の
３
万
９
２
５

円
に
す
べ
き
で
す
。

　
　
　

近
隣
で
は
加
東
市

と
小
野
市
が
５
年
度
か
ら

改
正
に
な
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
当
町
は
人

口
規
模
に
比
べ
て
団
員
の

定
数
が
多
い
た
め
、
地
方

交
付
税
算
定
の
設
定
の
２

倍
を
は
る
か
に
超
え
る
団

員
数
で
す
。
そ
の
上
、
交

付
税
が
全
体
的
に
減
額
さ

れ
て
お
り
、
財
政
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
た
め
、

５
年
度
か
ら
の
完
全
適
合

が
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

早
期
の
改
正
が
必
要
で
あ

る
認
識
は
強
く
持
っ
て
い

ま
す
の
で
、
団
幹
部
と
相

談
、
理
解
を
得
な
が
ら
、

段
階
的
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

足立吉継 議員

一
般
質
問
・
ひ
と
褒
め

　
　

那
珂
ふ
れ
あ
い
館
の

ス
テ
ー
ジ
や
駐
車
場
で
、

春
先
初
夏
に
ス
ケ
ボ
ー
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
主
催
者
は
、
小
野

市
で
多
可
町
内
か
ら
購
入

し
た
木
材
で
ス
ケ
ボ
ー
セ

ク
シ
ョ
ン
を
製
作
し
て
イ

ベ
ン
ト
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
外
の
人
が
、
多
可
町

の
森
林
自
然
の
中
で
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種

目
の
ス
ケ
ボ
ー
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

若
者
た
ち
の
ス
ケ
ボ
ー

カ
ル
チ
ャ
ー
の
新
し
い
気

流
が
多
可
町
の
未
来
発
展

に
つ
な
が
る
よ
う
に
考
え

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

常
設
施
設
と
し
て

は
、
木
製
で
あ
る
が
故
の

騒
音
の
課
題
も
多
い
よ
う

で
、
今
後
の
研
究
課
題
で

す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
大
変
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。
定

期
的
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

で
、
そ
の
次
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
新
た
な
町
の
形
も

あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す

よ
う
に
、
ぜ
ひ
私
も
見
学

に
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

藤原清勝 議員

木製スケートボードパーク

　
　

静
岡
県
の
こ
ど
も
園

で
、
９
月
に
３
歳
の
女
児

が
通
園
バ
ス
に
置
き
去
り

に
さ
れ
て
、
熱
中
症
で
亡

く
な
る
と
い
う
大
変
痛
ま

し
い
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

こ
の
死
亡
事
故
を
受
け
、

政
府
は
保
育
所
や
幼
稚
園
、

こ
ど
も
園
な
ど
の
バ
ス
に

来
春
か
ら
、
安
全
装
置
の

設
置
を
義
務
付
け
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　

多
可
町
の
こ
ど
も
園
で

は
バ
ス
を
乗
り
降
り
す
る

際
、
園
児
の
人
数
や
名
前

な
ど
を
常
時
確
認
し
て
い

る
の
で
す
か
。
通
園
バ
ス

の
安
全
な
運
行
管
理
は
で

き
て
い
る
の
で
す
か
。

　
　
　
　

死
亡
事
故
を
受

け
、
国
や
県
に
先
立
ち
、

各
園
や
運
行
委
託
業
者
に

安
全
管
理
の
徹
底
の
再
確

認
を
お
願
い
し
、
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
５
歳
児
に
は

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し

て
知
ら
せ
る
訓
練
も
実
施

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
に
乗
降
の
際
は
園

児
の
人
数
や
名
前
な
ど
が

常
時
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

示
さ
れ
れ
ば
、
各
園
な
ど

と
調
整
し
、
早
期
の
安
全

装
置
設
置
を
目
指
し
ま
す
。

日原茂樹 議員

5歳児が安全訓練

多可議会P22.indd   16-17 2023/01/26   11:57
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラック



議
会
は
老
人
ク
ラ
ブ
と

の
懇
談
会
の
意
見
を
ま
と

め
、
町
へ
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
て
、
近
所
の
人
と

出
会
っ
て
お
話
し
を
す
る
、

ま
た
皆
さ
ん
と
一
緒
に
健

康
体
操
を
す
る
こ
と
が
元

気
の
源
に
も
な
る
と
思
い

ま
す
。

高
齢
化
率
の
高
い
多
可

町
で
す
。
い
か
に
元
気
で

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
か
、

不
便
と
感
じ
て
い
る
こ
と

を
議
会
と
し
て
一
つ
ず
つ

減
ら
す
政
策
を
考
え
て
い

き
ま
す
。
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令
和
４
年
10
月
18
日
に
、

視
察
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
統
廃
合

で
、
旧
轟
・
西
山
地
区
浄

化
セ
ン
タ
ー
（
所
在
地
：

西
山
）
は
平
成
31
年
に
、

ま
た
清
水
地
区
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
所
在
地
：
清
水
）

も
令
和
元
年
に
、
そ
れ
ぞ

れ
杉
原
谷
地
区
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
所
在
地
：
門
村
）

に
接
続
工
事
が
完
了
し
ま

し
た
。
現
在
は
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
事
業
と

し
て
運
営
・
管
理
し
て
い

ま
す
。

　

旧
施
設
は
地
元
に
利
用

意
向
が
な
く
、
空
き
施
設

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
施
設
を
取
り
壊
さ
な

い
の
で
す
か
。

　
　

国
の
補
助
事
業
な
の

で
、
耐
用
年
数
に
達
す
る

ま
で
取
り
壊
し
で
き
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

取
り
壊
す
場
合
は
、
町

単
独
事
業
と
な
り
、
耐
用

年
数
の
残
存
相
当
分
に
あ

た
る
補
助
金
返
還
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
利
用
方
法
は
。

　
　

農
機
具
な
ど
の
資
材

保
管
場
所
な
ど
で
の
活
用

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

大
袋
浄
水
場
へ
の
不
法

侵
入
の
対
策
、
防
犯
・
保

全
管
理
体
制
の
強
化
の
た

め
、
既
設
フ
ェ
ン
ス
（
高

さ
1.5
ｍ
）
に
、
有
刺
鉄
線

（
高
さ
0.45
ｍ
）
の
嵩
上
げ

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
な
ぜ
嵩
上
げ
す
る
の

で
す
か
。

　
　

何
よ
り
も
住
民
の
大

切
な
「
安
心
・
安
全
」
の

飲
み
水
を
確
保
す
る
の
が

重
要
で
す
。
万
が
一
に
備

え
て
不
法
侵
入
な
ど
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
実
施
し
ま

し
た
。

　
　
そ
の
他
の
浄
水
場
は

大
丈
夫
で
す
か
。

　
　

加
美
区
の
轟
、
豊
部
、

棚
岩
に
同
様
の
工
事
を
し

ま
し
た
。
八
千
代
区
の
赤

坂
、
柳
山
寺
の
２
か
所
で

は
フ
ェ
ン
ス
の
老
朽
化
が

著
し
い
た
め
、
フ
ェ
ン
ス

本
体
の
更
新
を
含
め
て
、

有
刺
鉄
線
に
よ
る
嵩
上
げ

を
す
る
予
定
で
す
。

　

建
設
予
定
地
の
徳
畑
地

区
の
想
定
敷
地
面
積
約
3.9

ha
の
現
状
を
現
地
視
察
し
、

周
辺
環
境
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
　
今
後
の
予
定
は
。

　
　

現
地
測
量
、
用
地
測

量
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
、

造
成
設
計
、
上
水
道
設
計

を
し
ま
す
。

　

５
年
度
に
は
農
地
法
手

続
き
、
造
成
工
事
（
道
路
、

河
川
を
含
む
）、
上
水
道

布
設
工
事
へ
と
進
み
ま
す
。

ど
う
す
る

　
　
　
空
き
施
設

防
犯
対
策
は

　
　
　
　
万
全
か

周
辺
施
設
の

　
　
　
　
活
用
は

高齢化社会の問題を探る高齢化社会の問題を探る
総務まちづくり常任委員会総務まちづくり常任委員会

移動手段
○近隣で買い物できる場所
　が少ないうえに、バスの
　便数が少なく買い物がし
　にくい。また通院も不便。
○タクシー券が少なくすぐ
　に無くなる。

会員減少
○仕事をしている人が多く
　なかなか入会しない。
○草刈りや掃除が負担にな
　ってきている。
○会員の減少で会を維持す
　るのも厳しい状況。

補助金
○使い方に制約があり活用
　に苦慮している。
○実績報告を作るのが大変。

公共交通の環境整備を 会員減少の対策を 補助金の使い道の緩和と
事務処理の簡素化を　　

文教ふくし常任委員会文教ふくし常任委員会
令和４年11月14日・15日に老人クラブ連合会の各支部と懇談をしました。
連合会が抱える問題や高齢化社会に向けての心配事など、さまざまな意見を聞かせていただきました。

委
員
会

QAQA

QAQA

QA

有刺鉄線で嵩上げー大袋浄水場ー
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町
に
と
っ
て
重
要
な
施

設
が
建
設
に
向
け
て
進
ん

で
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
住
民
の
声
を
反

映
さ
せ
る
よ
う
町
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

議
会
で
も
皆
さ
ん
の
声

を
届
け
し
っ
か
り
と
議
論

し
、
住
民
が
誇
れ
る
施
設

と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
診
断
士
の
細

川
祐
三
氏
の
「
自
由
な
発

想
と
相
手
の
意
見
を
否
定

し
な
い
」
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
あ
り
、
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
藤
阪
企
業
懇
話

会
会
長
は
挨
拶
で
「
一
日

ひ
と
褒
め
」
を
企
業
の
中

に
取
り
入
れ
、
元
気
な
町

づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と

結
ば
れ
ま
し
た
。

多可町議会だより No.69 多可町議会だより No.69 ⑳㉑

①
生
涯
学
習

　
　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　

こ
れ
ま
で
４
回
開
催

・
建
設
に
向
け
て
の
計
画

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
情

報
共
有

・
ど
う
い
う
施
設
に
す
る

か
を
、
委
員
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施

②
建
設
設
計
業
務

　

請
負
業
者
が
決
定

（
株
）
内
藤
建
築
事
務
所

　

大
阪
事
務
所

③
設
計
の
進
め
方

・
設
計
業
務
受
注
者
と
年

内
に
案
を
ま
と
め
る

・
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
予
定

Q
　
外
観
は
い
つ
わ
か
り

ま
す
か
。

A　

年
内
に
案
を
ま
と
め
、

年
明
け
に
議
会
に
説
明
す

る
予
定
で
す
。

Q
　
工
期
は
間
に
合
う
の

で
す
か
。

A　

資
材
不
足
で
調
達
に

時
間
は
か
か
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
が
、
７
年
度
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

①
開
校
準
備
委
員
会

　

こ
れ
ま
で
２
回
開
催

・
検
討
内
容
ご
と
に
専
門

部
会
を
設
置

・
部
会
で
協
議
し
た
内
容

を
委
員
会
で
報
告

・
総
務
部
会　

制
服
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施

・
通
学
部
会　

通
学
路
の

現
状
・
通
学
路
と
危
険

箇
所
の
検
討

Q
　
制
服
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
か
。

A　

多
様
な
性
に
配
慮
し

た
制
服
や
、
今
よ
り
も
安

価
で
家
庭
で
洗
濯
で
き
る

も
の
が
良
い
な
ど
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

Q
　
い
つ
頃
ま
で
に
決
定

す
る
の
で
す
か
。

A　

令
和
５
年
の
夏
頃
に

は
決
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

②
建
設
設
計
業
務

　
　
　
　
　
　
発
注
計
画

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
業
者

を
決
定
予
定

Q
　
ど
の
程
度
の
規
模
を

想
定
し
て
い
ま
す
か
。

A　

３
階
建
て
の
校
舎
と

体
育
館
を
建
設
す
る
予
定

で
す
。

Q
　
業
者
が
決
定
す
る
の

は
い
つ
頃
で
す
か
。

A　

令
和
５
年
２
月
に
決

定
し
た
い
で
す
。

　

令
和
4
年
12
月
5
日
、
公
共
施
設
等
計
画
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
と

統
合
中
学
校
の
進
捗
状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

誰
も
が
集
い
や
す
い
場
に

　
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　
統
合
中
学
校

公共施設等計画に関する特別委員会公共施設等計画に関する特別委員会

　多可町企業懇話会と議会が令和４年11月17日、中コミュニティプラザ大会議室で
「若者の人口流出対策」「外国人との交流」「地場産業の魅力」をテーマに４班に分
かれグループディスカッションで意見を交わしました。

委
員
会

建設予定地ーアスパル周辺ー

多可町企業懇話会と議会が令和４年11月17日 中コミ ニテ プラザ大会議室で

地元企業と意見交換地元企業と意見交換

1. 若者の人口流出対策
　　・出産祝金１００万円
　　・低価格の住居を提供
　　・飛び級可能な学校を設置
　　・大企業並みの年収と休日の確保
2. 外国人との交流
　　・空き家の有効活用
　　・外国人同士の連帯感を保つ
　　・地域住民との信頼感を醸成する
　　・日本語教室の充実
3. 地場産業の発展
　　・万博フィールドパビリオンの充実
　　・播州織や山田錦発祥のPR
　　・加古川源流の魅力を活かす

モニターからの大切なご意見

こ
ん
な
考
え
が
で
ま
し
た

　議会だより第68号の意見をいただきました。さっそく第69号の紙面づくりの
参考にしました。ありがとうございました。

表　　紙

よかった点 改 善 点

９月定例会

高校生議会

一般質問

委 員 会

そ の 他

微笑ましい１枚だなと思いました。
神楽の迫力も伝わります。

課題・評価が最初にあってわかりやすい
です。

カラーなので表情がイキイキ見えます。
質問の内容をテーマ別に絞っているのが
良いと思います。

各議員さんの考え方や思いが垣間見れる
大切なページだと思います。

二次元バーコードを取り入れ、説明責任
を果たそうとする意欲を感じました。

どのページにも写真があって、目で見て
分かる工夫がされています。

キャプションの文字が読みづらいように
感じました。色味・フォントの文字の見
せ方に工夫がほしいです。

タイトルの根拠になるような内容が見え
ないように感じました。

もっとはじけたデザインでもよかったで
す。

未掲載項目が多いです。紙面を工夫すれ
ばもっと掲載できると思います。

生涯学習まちづくりプラザと統合中学校
の計画、取り組みや進捗状況を継続して
伝えてほしいです。

紙面作りに遊び心をどんどん取り入れて
ほしいです。

第68号
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編

集

記

編

集

記

後後

㉒

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
𠮷
田
政
義

副
委
員
長
　
日
原
茂
樹

委
員
　
　
　
足
立
吉
継

委
員
　
　
　
市
位
裕
文

委
員
　
　
　
藤
本
一
昭

委
員
　
　
　
廣
畑
幸
子

議
長
　
　
　
笹
倉
政
芳

委
員
長
　
　
𠮷
田
政
義

副
委
員
長
　
日
原
茂
樹

委
員
　
　
　
足
立
吉
継

委
員
　
　
　
市
位
裕
文

委
員
　
　
　
藤
本
一
昭

委
員
　
　
　
廣
畑
幸
子

議
長
　
　
　
笹
倉
政
芳

　

今
年
の
冬
は
、
例
年
よ

り
も
寒
さ
が
厳
し
い
で
す

ね
。

　

日
課
で
散
歩
を
し
て
い

ま
す
が
、
何
気
な
く
眺
め

て
い
る
道
端
の
草
や
木
々

の
様
子
か
ら
ふ
と
し
た
変

化
を
発
見
し
て
、
季
節
の

移
ろ
い
を
知
ら
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
作

業
を
通
じ
て
、
冬
か
ら
春

の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、

本
格
的
な
春
の
到
来
が
待

ち
遠
し
い
気
持
ち
で
す
。

　

発
行
の
頃
は
、
梅
だ
よ

り
が
届
い
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　
　
　
　

（
藤
本
）

（左）窪田政幸さん （右）棚倉尋之さん

助かります

　
「
今
後
は
今
ま
で
の
活

動
は
継
続
し
て
い
き
、
災

害
時
の
高
齢
者
と
の
連
絡

機
能
の
強
化
や
近
隣
集
落

と
の
連
携
も
し
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
、
自
分
た

ち
が
支
援
を
受
け
る
ま
で

の
下
地
を
作
っ
て
お
き
た

い
で
す
。
」
と
弾
ん
だ
声

で
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
話
を
伺
い
、
パ
ワ
ー

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　

　

議
会
だ
よ
り
68
号
の
裏

表
紙
、
あ
ぐ
り
ガ
ー
ル
で

播
州
白
水
菜
と
キ
ャ
ベ
ツ

の
写
真
が
実
物
と
異
な
る

も
の
で
し
た
。

　

こ
の
記
事
に
よ
り
、
不

快
な
思
い
を
さ
れ
ま
し
た

岡
野
様
、
ま
た
全
て
の
住

民
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
い
よ
う
に
十
分
留

意
し
て
編
集
作
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

お
詫
び

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

　住み慣れた所で安心して暮らせる地域づくりのため「的場支え合う会」を立ち上げられています。
会長の窪田政幸さんと事務局の棚倉尋之さんにお話を伺いました。

地  域  に  貢  献地  域  に  貢  献

　

新
年
恒
例
の
か
る
た

会
が
１
月
14
日
に
多
可

町
図
書
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
学
４
年
生
か
ら
６

年
生
対
象
の
『
百
人
一

首
』
の
部
と
、
幼
児
か

ら
小
学
３
年
生
ま
で
の

『
い
ろ
は
か
る
た
』
の

部
の
そ
れ
ぞ
れ
で
腕
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
真
剣
な
顔
で

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
保
護
者
も
応
援
に

力
が
入
り
、
会
場
は
熱

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

今
回
の
表
紙

Q

き
っ
か
け
は
何
で
す

か
。

A

平
成
26
年
に
愛
育
会

を
脱
退
し
ま
し
た
が
、
高

齢
者
や
独
居
老
人
が
増
え

て
お
り
、
日
々
の
生
活
に

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

世
帯
が
潜
在
し
て
い
ま
す
。

見
守
り
や
支
え
合
う
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Q

ど
ん
な
メ
ン
バ
ー
構

成
で
す
か
。

A

集
落
役
員
、
農
会
、

村
づ
く
り
協
議
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
消
防
団
、
婦
人

会
、
民
生
委
員
、
有
志
な

ど
で
す
。

Q

ど
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A

訪
問
活
動
、
困
り
事

相
談
、
庭
木
の
剪
定
や
草

刈
り
作
業
、
外
出
支
援
事

業
、
手
助
け
活
動
な
ど
で

す
。

Q

外
出
支
援
事
業
を
詳

し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A

買
い
物
や
通
院
な
ど

交
通
弱
者
の
外
出
を
支
援

す
る
事
業
で
す
。
利
用
は

町
内
や
西
脇
市
内
で
、
月

３
回
以
内
で
す
。
通
院
は

片
道
が
基
本
で
す
。
令
和

２
年
９
月
か
ら
始
め
て
75

回
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
出
は
３
日
前
ま
で

で
、
心
ば
か
り
の
負
担
が

必
要
で
す
。

Q

手
助
け
活
動
は
、
ど

ん
な
内
容
で
す
か
。

A

業
者
な
ど
に
頼
め
な

い
簡
単
な
作
業
が
主
で
す
。

材
料
費
な
ど
は
実
費
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

棚
の
修
理
、
電
気
、
水

道
関
係
の
困
り
事
、
重
い

荷
物
の
移
動
、
支
障
木
の

伐
採
、
パ
ソ
コ
ン
使
用
時

の
相
談
、
そ
の
他
簡
単
な

手
助
け
を
し
ま
す
。

Q

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
何

人
で
す
か
。

A

外
出
支
援
事
業
は
17

人
で
、
手
助
け
活
動
は
15

人
で
す
。
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